
年間授業計画

大泉桜高等学校 令和７年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 5 組

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

科目 の目標：

・前転、後転、開脚前転、開脚後
転、側転、ロンダート　等の基本的
な技
・倒立、倒立前転、ハンドスプリン
グ、バク転　等の技
・一人１台端末の活用　等

次の事項を身に付けることができることを評価規準とする。
【知識及び技能】知識では、自己の動きや仲間の動き方を分析するには、自己観察と他者観
察などの方法があることや技と関連させた補助運動や部分練習を取り入れることにより、結
果として体力を高めることができること。技能では、体をマットに順々に接触させて回転す
るための動き方、回転力を高めるための動き方で、基本的な技の一連の動きを滑らかに安定
させて回ることや開始姿勢や終末姿勢、支持の仕方や組合せの動きなどの条件を変えて回転
することができる。
【思考力、判断力、表現力等】選択した技に必要な準備運動や自己が取り組む補助運動を選
ぶことや仲間やグループで分担した役割に関する成果や改善すべきポイントについて自己の
活動を振り返ることができる。
【学びに向かう力、人間性等】器械運動の学習に自主的に取り組み、仲間に課題を伝え合っ
たり補助し合ったりして、互いに助け合い教え合おうとすることができる。

体育について、下記の事項を身に付けることができるよう指導する。

運動における競争や協働の経験を通して、公正に取り組
む、互いに協力する、自己の責任を果たす、参画する、
一人一人の違いを大切にしようとするなどの意欲を育て
るとともに、健康・安全を確保して、生涯にわたって継
続して運動に親しむ態度を養うことができるようにす
る。

【学びに向かう力、人間性等】

保健体育 体育
保健体育 体育 3

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

運動の合理的、計画的な実践を通して、運動の楽しさや喜び
を深く味わい、生涯にわたって運動を豊かに継続することが
できるようにするため、運動の多様性や体力の必要性につい
て理解するとともに、それらの技能を身に付けることができ
るようにする。

生涯にわたって運動を豊かに継続するための課題
を発見し、合理的、計画的な解決に向けて思考し
判断するとともに、自己や仲間の考えたことを他
者に伝える力を養うことができるようにする。

Ｇ：水泳【男女共修】
【知識及び技能】記録の向上や競争の楽しさや喜びを味わい，技術の名称や行い方，体
力の高め方，運動観察の方法などを理解するとともに，効率的に泳ぐことができるよう
にする。
【思考力、判断力、表現力等】泳法などの自己や仲間の課題を発見し，合理的な解決に
向けて運動の取り組み方を工夫するとともに、自己の考えたことを他者に伝えることが
できるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】水泳に自主的に取り組むとともに、勝敗などを冷静に受
け止め，ルールやマナーを大切にしようとすること、自己の責任を果たそうとするこ
と，一人一人の違いに応じた課題や挑戦を大切にしようとすることなどや，水泳の事故
防止に関する心得を遵守するなど健康・安全を確保することができるようにする。

・クロール
・平泳ぎ
・救命の方法(着衣泳等)
・一人１台端末の活用　等

Ｇ：水泳【男女共修】
【知識及び技能】記録の向上や競争の楽しさや喜びを味わい，技術の名称や行い方，体
力の高め方，運動観察の方法などを理解するとともに，効率的に泳ぐことができるよう
にする。
【思考力、判断力、表現力等】泳法などの自己や仲間の課題を発見し，合理的な解決に
向けて運動の取り組み方を工夫するとともに、自己の考えたことを他者に伝えることが
できるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】水泳に自主的に取り組むとともに、勝敗などを冷静に受
け止め，ルールやマナーを大切にしようとすること、自己の責任を果たそうとするこ
と，一人一人の違いに応じた課題や挑戦を大切にしようとすることなどや，水泳の事故
防止に関する心得を遵守するなど健康・安全を確保することができるようにする。

〇

なし

保健体育

体育について、下記の事項を身に付けることができるよう指導する。

体育について、下記の事項を身に付けることができるよう指導する。

体育

【 知　識　及　び　技　能 】

Ｄ：ネット型　バレーボール【男子】※人間と社会と授業を分けている体育
のため、通年を通して同じ授業を４ローテ
【知識及び技能】役割に応じたボール操作や安定した用具の操作と連携した
動きによって空いた場所をめぐる攻防をすることができるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】攻防などの自己やチームの課題を発見し，合
理的な解決に向けて運動の取り組み方を工夫するとともに、自己や仲間の考
えたことを他者に伝えることができるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】球技に自主的に取り組むとともに、フェアな
プレイを大切にしようとすること、作戦などについての話合いに貢献しよう
とすること、一人一人の違いに応じたプレイなどを大切にしようとするこ
と、互いに助け合い教え合おうとすることなどや、健康・安全を確保するこ
とができるようにする。

・基本的なパス
・スパイク
・サーブ
・ゲームの理解
・ゲーム
・一人１台端末の活用　等

次の事項を身に付けることができることを評価規準とする。
【知識及び技能】知識では、球技の各型の各種目において用いられる技術や戦
術、作戦には名称があり、それらを身に付けるためのポイントがあること、技能
では、ボールを相手側のコートの空いた場所やねらった場所に打ち返すができ
る。
【思考力、判断力、表現力等】ルールを守り競争したり勝敗を受け入れたりする
場面で、よりよいマナーや行為について、自己の活動を振り返ることや球技の学
習成果を踏まえて、自己に適した「する，みる，支える，知る」などの運動を継
続して楽しむための関わり方を見付けることができる。
【学びに向かう力、人間性等】球技の学習に自主的に取り組み、相手を尊重する
などのフェアなプレイを大切にしようとすることと作戦などについての話合いに
貢献しようとすることができる。

〇 〇 〇 8

次の事項を身に付けることができることを評価規準とする。
【知識及び技能】知識では、水泳の各種目で用いられる技術の名称があり、それぞれの技術
には、効率的に泳ぐためのポイントがあること、技能では、クロールは、肘を曲げて腕全体
で水をとらえ、加速するようにかくことができ、平泳ぎは、手を前方に大きく伸ばした後に
肘を曲げ、加速させながら内側にかき込み、抵抗を減らすために素早く手を前に戻すスト
ロークの動きをすることできる。
【思考力、判断力、表現力等】選択した泳法について、自己や仲間の動きを分析して，良い
点や修正点を指摘することができる。また、水泳の学習成果を踏まえて自己に適した「す
る，みる，支える，知る」などの生涯にわたって楽しむための関わり方を見付けることがで
きる。
【学びに向かう力、人間性等】水泳の学習に自主的に取り組み、一人一人の違いに応じた課
題や挑戦を大切にしようとすることや水泳の事故防止の心得を遵守し、危険の予測をしなが
ら回避行動をとるなど、健康・安全を確保することができる。

〇 〇

・基本的なパス
・ドリブル
・レイアップシュート
・ゲームの理解
・ゲーム
・一人１台端末の活用　等

次の事項を身に付けることができることを評価規準とする。
【知識及び技能】知識では、球技の各型の各種目において用いられる技術や戦
術、作戦には名称があり、それらを身に付けるためのポイントがあること、技能
では、ゴール前に広い空間を作りだすために、守備者を引きつけてゴールから離
れることができる。
【思考力、判断力、表現力等】ルールを守り競争したり勝敗を受け入れたりする
場面で、よりよいマナーや行為について、自己の活動を振り返ることや球技の学
習成果を踏まえて、自己に適した「する，みる，支える，知る」などの運動を継
続して楽しむための関わり方を見付けることができる。
【学びに向かう力、人間性等】球技の学習に自主的に取り組み、相手を尊重する
などのフェアなプレイを大切にしようとすることと作戦などについての話合いに
貢献しようとすることができる。

〇 〇

・基本的な打ち方
・シングルとダブルスのルールの違
い
・ゲームの理解
・ゲーム
・一人１台端末の活用　等

次の事項を身に付けることができることを評価規準とする。
【知識及び技能】知識では、球技の各型の各種目において用いられる技術や戦術、作戦には
名称があり、それらを身に付けるためのポイントがあること、技能では、ボールを相手側の
コートの空いた場所やねらった場所に打ち返すができる。
【思考力、判断力、表現力等】ルールを守り競争したり勝敗を受け入れたりする場面で、よ
りよいマナーや行為について、自己の活動を振り返ることや球技の学習成果を踏まえて、自
己に適した「する，みる，支える，知る」などの運動を継続して楽しむための関わり方を見
付けることができる。
【学びに向かう力、人間性等】球技の学習に自主的に取り組み、相手を尊重するなどのフェ
アなプレイを大切にしようとすることと作戦などについての話合いに貢献しようとすること
ができる。

〇 〇 〇 0

・クロール
・平泳ぎ
・救命の方法(着衣泳等)
・一人１台端末の活用　等

次の事項を身に付けることができることを評価規準とする。
【知識及び技能】知識では、水泳の各種目で用いられる技術の名称があり、それぞれの技術
には、効率的に泳ぐためのポイントがあること、技能では、クロールは、肘を曲げて腕全体
で水をとらえ、加速するようにかくことができ、平泳ぎは、手を前方に大きく伸ばした後に
肘を曲げ、加速させながら内側にかき込み、抵抗を減らすために素早く手を前に戻すスト
ロークの動きをすることできる。
【思考力、判断力、表現力等】選択した泳法について、自己や仲間の動きを分析して，良い
点や修正点を指摘することができる。また、水泳の学習成果を踏まえて自己に適した「す
る，みる，支える，知る」などの生涯にわたって楽しむための関わり方を見付けることがで
きる。
【学びに向かう力、人間性等】水泳の学習に自主的に取り組み、一人一人の違いに応じた課
題や挑戦を大切にしようとすることや水泳の事故防止の心得を遵守し、危険の予測をしなが
ら回避行動をとるなど、健康・安全を確保することができる。

〇 〇

次の事項を身に付けることができることを評価規準とする。
【知識及び技能】知識では、球技の各型の各種目において用いられる技術や戦術、作戦には
名称があり、それらを身に付けるためのポイントがあること、技能では、ボールの高さや
コースなどにタイミングを合わせてボールをとらえることができる。
【思考力、判断力、表現力等】ルールを守り競争したり勝敗を受け入れたりする場面で、よ
りよいマナーや行為について、自己の活動を振り返ることや作戦などの話合いの場面で、合
意形成するための関わり方を見付け、仲間に伝えることができ、球技の学習成果を踏まえ
て、自己に適した「する，みる，支える，知る」などの運動を継続して楽しむための関わり
方を見付けることができる。
【学びに向かう力、人間性等】球技の学習に自主的に取り組み、相手を尊重するなどのフェ
アなプレイを大切にしようとすることと作戦などについての話合いに貢献しようとすること
ができる。

〇 〇

〇 4

配当
時数

１
学
期

Ａ：体つくり運動【男女共修】
【知識及び運動】体ほぐしの運動では，ラジオ体操などの手軽な運動を行い、心と体は
互いに影響し変化することや心身の状態に気付き、仲間と自主的に関わり合うことがで
きるようにする。実生活に生かす運動の計画では、ねらいに応じて、健康の保持増進や
調和のとれた体力の向上を図るための運動の計画を立て取り組むことができるようにす
る。
【思考力、判断力、表現力等】自己や仲間の課題を発見し、合理的な解決に向けて運動
の取り組み方を工夫するとともに、自己や仲間の考えたことを他者に伝えることができ
るようにする。
【学びに向かう力、人間性等】体つくり運動に自主的に取り組むとともに、互いに助け
合い教え合おうとすること、一人一人の違いに応じた動きなどを大切にしようとするこ
と、話合いに貢献しようとすることなどや健康・安全を確保することができるようにす
る。

・ラジオ体操
・50ｍ、1000ｍ走、1500ｍ走
・アイスブレイク
・一人１台端末の活用　等

次の事項を身に付けることができることを評価規準とする。
【知識及び運動】知識では、定期的・計画的に運動を継続することは、心身の健康、健康や
体力の保持増進につながる意義があること。運動では、仲間と協力して課題を達成するな
ど、集団で挑戦するような運動を行うことを通して、気付いたり関わり合ったりすることが
できる。
【思考力、判断力、表現力等】健康や安全をや安全を確保するために、体力や体調に応じた
運動の計画等について振り返ることができる。また、体力の程度や性別等の違いに配慮し
て、仲間とともに体つくり運動を楽しむための活動の方法や修正の仕方を見付けることがで
きる。
【学びに向かう力、人間性等】体つくり運動の学習に自主的に取り組み、一人一人の違いに
応じた動きなどを大切にしようとすることや仲間に課題を伝え合うなど、互いに助け合い教
え合おうとすることができる。

〇 〇 〇 4

Ｂ：器械運動【男子】
【知識及び技能】回転系や巧技系の基本的な技を滑らかに安定して行う
こと、条件を変えた技や発展技を行うこと及びそれらを構成し演技する
ことができるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】技などの自己や仲間の課題を発見し、合
理的な解決に向けて運動の取り組み方を工夫するとともに、自己の考え
たことを他者に伝えることができるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】器械運動に自主的に取り組むとともに、
よい演技を讃たたえようとすること、互いに助け合い教え合おうとする
こと、一人一人の違いに応じた課題や挑戦を大切にしようとすることな
どや健康・安全を確保することができるようにする。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

8

Ｃ：ゴール型　バスケットボール【女子】
【知識及び技能】安定したボール操作と空間を作りだすなどの動きによってゴール前へ
の侵入などから攻防をすることができるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】攻防などの自己やチームの課題を発見し，合理的な解決
に向けて運動の取り組み方を工夫するとともに，自己や仲間の考えたことを他者に伝え
ることができるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】球技に自主的に取り組むとともに、フェアなプレイを大
切にしようとすること、作戦などについての話合いに貢献しようとすること、一人一人
の違いに応じたプレイなどを大切にしようとすること、互いに助け合い教え合おうとす
ることなどや健康・安全を確保することができるようにする。

〇

〇 2

Ｅ：ベースボール型　キックベース【女子】※人間と社会と授業を分けている体育のた
め、通年を通して同じ授業を４ローテ
【知識及び技能】状況に応じた走塁での攻撃、安定したボール操作と状況に応じた守備
などによって攻防をすることができるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】生涯にわたって運動を豊かに継続するためのチームや自
己の課題を発見し、合理的、計画的な解決に向けて取り組み方を工夫するとともに自己
やチームの考えたことを他者に伝えることができるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
　球技に主体的に取り組むとともに，フェアなプレイを大切にしようとすること、合意
形成に貢献しようとすること、一人一人の違いに応じたプレイなどを大切にしようとす
ること、互いに助け合い高め合おうとすることなどや健康・安全を確保することできる
ようにする。

・基本的なキャッチボール
・捕球の仕方
・キック
・ゲームの理解
・ゲーム
・一人１台端末の活用　等

〇

〇 〇 〇 6

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

２
学
期

0

0

8

8

8

2

〇

0

Ｃ：ゴール型　バスケットボール【男子】※人間と社会と授業を分けている体育のた
め、通年を通して同じ授業を４ローテ
【知識及び技能】安定したボール操作と空間を作りだすなどの動きによってゴール前へ
の侵入などから攻防をすることができるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】攻防などの自己やチームの課題を発見し，合理的な解決
に向けて運動の取り組み方を工夫するとともに，自己や仲間の考えたことを他者に伝え
ることができるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】球技に自主的に取り組むとともに、フェアなプレイを大
切にしようとすること、作戦などについての話合いに貢献しようとすること、一人一人
の違いに応じたプレイなどを大切にしようとすること、互いに助け合い教え合おうとす
ることなどや健康・安全を確保することができるようにする。

・基本的なパス
・ドリブル
・レイアップシュート
・ゲームの理解
・ゲーム
・一人１台端末の活用　等

次の事項を身に付けることができることを評価規準とする。
【知識及び技能】知識では、球技の各型の各種目において用いられる技術や戦
術、作戦には名称があり、それらを身に付けるためのポイントがあること、技能
では、ゴール前に広い空間を作りだすために、守備者を引きつけてゴールから離
れることができる。
【思考力、判断力、表現力等】ルールを守り競争したり勝敗を受け入れたりする
場面で、よりよいマナーや行為について、自己の活動を振り返ることや球技の学
習成果を踏まえて、自己に適した「する，みる，支える，知る」などの運動を継
続して楽しむための関わり方を見付けることができる。
【学びに向かう力、人間性等】球技の学習に自主的に取り組み、相手を尊重する
などのフェアなプレイを大切にしようとすることと作戦などについての話合いに
貢献しようとすることができる。

〇

0

Ｆ：ネット型　卓球【女子】※人間と社会と授業を分けている体育のため、
通年を通して同じ授業を４ローテ
【知識及び技能】役割に応じたボール操作や安定した用具の操作と連携した
動きによって空いた場所をめぐる攻防をすることができるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】攻防などの自己やチームの課題を発見し，合
理的な解決に向けて運動の取り組み方を工夫するとともに、自己や仲間の考
えたことを他者に伝えることができるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】球技に自主的に取り組むとともに、フェアな
プレイを大切にしようとすること、作戦などについての話合いに貢献しよう
とすること、一人一人の違いに応じたプレイなどを大切にしようとするこ
と、互いに助け合い教え合おうとすることなどや、健康・安全を確保するこ
とができるようにする。

男 女

4

配当
時数

4

0



〇 〇 〇

0

〇 〇 〇

Ｆ：ネット型　卓球【女子】※人間と社会と授業を分けている体育のため、
通年を通して同じ授業を４ローテ
【知識及び技能】役割に応じたボール操作や安定した用具の操作と連携した
動きによって空いた場所をめぐる攻防をすることができるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】攻防などの自己やチームの課題を発見し，合
理的な解決に向けて運動の取り組み方を工夫するとともに、自己や仲間の考
えたことを他者に伝えることができるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】球技に自主的に取り組むとともに、フェアな
プレイを大切にしようとすること、作戦などについての話合いに貢献しよう
とすること、一人一人の違いに応じたプレイなどを大切にしようとするこ
と、互いに助け合い教え合おうとすることなどや、健康・安全を確保するこ
とができるようにする。

・基本的な打ち方
・シングルとダブルスのルールの違
い
・ゲームの理解
・ゲーム
・一人１台端末の活用　等

次の事項を身に付けることができることを評価規準とする。
【知識及び技能】知識では、球技の各型の各種目において用いられる技術や戦術、作戦には
名称があり、それらを身に付けるためのポイントがあること、技能では、ボールを相手側の
コートの空いた場所やねらった場所に打ち返すができる。
【思考力、判断力、表現力等】ルールを守り競争したり勝敗を受け入れたりする場面で、よ
りよいマナーや行為について、自己の活動を振り返ることや球技の学習成果を踏まえて、自
己に適した「する，みる，支える，知る」などの運動を継続して楽しむための関わり方を見
付けることができる。
【学びに向かう力、人間性等】球技の学習に自主的に取り組み、相手を尊重するなどのフェ
アなプレイを大切にしようとすることと作戦などについての話合いに貢献しようとすること
ができる。

〇 〇

・基本的なパス
・ドリブル
・レイアップシュート
・ゲームの理解
・ゲーム
・一人１台端末の活用　等

〇 0

Ｊ：ネット型　バドミントン【男子】
【知識及び技能】役割に応じたボール操作や安定した用具の操作と連携
した動きによって空いた場所をめぐる攻防をすることができるようにす
る。
【思考力、判断力、表現力等】攻防などの自己やチームの課題を発見
し，合理的な解決に向けて運動の取り組み方を工夫するとともに、自己
や仲間の考えたことを他者に伝えることができるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】球技に自主的に取り組むとともに、フェ
アなプレイを大切にしようとすること、作戦などについての話合いに貢
献しようとすること、一人一人の違いに応じたプレイなどを大切にしよ
うとすること、互いに助け合い教え合おうとすることなどや、健康・安
全を確保することができるようにする。

・基本的な打ち方
・シングルとダブルスのルールの違
い
・ゲームの理解
・ゲーム
・一人１台端末の活用　等

次の事項を身に付けることができることを評価規準とする。
【知識及び技能】知識では、球技の各型の各種目において用いられる技術や戦術、作戦には
名称があり、それらを身に付けるためのポイントがあること、技能では、シャトルを相手側
のコートの空いた場所やねらった場所に打ち返すができる。
【思考力、判断力、表現力等】ルールを守り競争したり勝敗を受け入れたりする場面で、よ
りよいマナーや行為について、自己の活動を振り返ることや球技の学習成果を踏まえて、自
己に適した「する，みる，支える，知る」などの運動を継続して楽しむための関わり方を見
付けることができる。
【学びに向かう力、人間性等】球技の学習に自主的に取り組み、相手を尊重するなどのフェ
アなプレイを大切にしようとすることと作戦などについての話合いに貢献しようとすること
ができる。

〇 〇 〇 8

Ｉ：ゴール型　ハンドボール【男女共修】
【知識及び技能】安定したボール操作と空間を作りだすなどの動きに
よってゴール前への侵入などから攻防をすることができるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】攻防などの自己やチームの課題を発見
し，合理的な解決に向けて運動の取り組み方を工夫するとともに、自己
や仲間の考えたことを他者に伝えることができるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】球技に自主的に取り組むとともに、フェ
アなプレイを大切にしようとすること、作戦などについての話合いに貢
献しようとすること、一人一人の違いに応じたプレイなどを大切にしよ
うとすること、互いに助け合い教え合おうとすることなどや、健康・安
全を確保することができるようにする。

・基本的なパス
・ドリブル
・シュート
・ゲームの理解
・ゲーム
・一人１台端末の活用　等

次の事項を身に付けることができることを評価規準とする。
【知識及び技能】知識では、球技の各型の各種目において用いられる技術や戦術、作戦には
名称があり、それらを身に付けるためのポイントがあること、技能では、味方が操作しやす
いパスを送ることができる。
【思考力、判断力、表現力等】　自己や仲間の技術的な課題やチームの作戦・戦術について
の課題や課題解決に有効な練習方法の選択について、自己の考えを伝えることができること
や球技の学習成果を踏まえて、自己に適した「する，みる，支える，知る」などの運動を継
続して楽しむための関わり方を見付けることができる。
【学びに向かう力、人間性等】球技の学習に自主的に取り組み、相手を尊重するなどのフェ
アなプレイを大切にしようとすることと作戦などについての話合いに貢献しようとすること
ができる。

〇 〇 8〇

〇 〇 〇 0

Ｃ：ゴール型　バスケットボール【男子】※人間と社会と授業を分けている体育のた
め、通年を通して同じ授業を４ローテ
【知識及び技能】安定したボール操作と空間を作りだすなどの動きによってゴール前へ
の侵入などから攻防をすることができるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】攻防などの自己やチームの課題を発見し，合理的な解決
に向けて運動の取り組み方を工夫するとともに，自己や仲間の考えたことを他者に伝え
ることができるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】球技に自主的に取り組むとともに、フェアなプレイを大
切にしようとすること、作戦などについての話合いに貢献しようとすること、一人一人
の違いに応じたプレイなどを大切にしようとすること、互いに助け合い教え合おうとす
ることなどや健康・安全を確保することができるようにする。

Ａ：体つくり運動【男女共修】
【知識及び運動】体ほぐしの運動では，手軽な運動を行い、心と体は互いに影響し変化
することや心身の状態に気付き、仲間と自主的に関わり合うことができるようにする。
実生活に生かす運動の計画では、ねらいに応じて、健康の保持増進や調和のとれた体力
の向上を図るための運動の計画を立て取り組むことができるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】自己や仲間の課題を発見し、合理的な解決に向けて運動
の取り組み方を工夫するとともに、自己や仲間の考えたことを他者に伝えることができ
るようにする。
【学びに向かう力、人間性等】体つくり運動に自主的に取り組むとともに、互いに助け
合い教え合おうとすること、一人一人の違いに応じた動きなどを大切にしようとするこ
と、話合いに貢献しようとすることなどや健康・安全を確保することができるようにす
る。

・ストレッチ
・ヨガ
・一人１台端末の活用　等

次の事項を身に付けることができることを評価規準とする。
【知識及び運動】知識では、運動を安全に行うには、関節への負荷がかかりすぎないように
することや軽い運動から始めるなど、徐々に筋肉を温めてから行うこと。運動では、のびの
びとした動作で用具などを用いた運動を行うことを通して、気付いたり関わり合ったりする
ことができる。また、調和のとれた体力の向上を図ったり、選択した運動やスポーツの場面
で必要とされる体の動きを高めたりするために、効率のよい組合せやバランスのよい組合せ
で運動の計画を立てて取り組むことができる。
【思考力、判断力、表現力等】健康や安全をや安全を確保するために、体力や体調に応じた
運動の計画等について振り返ることができる。また、体力の程度や性別等の違いに配慮し
て、仲間とともに体つくり運動を楽しむための活動の方法や修正の仕方を見付けることがで
きる。
【学びに向かう力、人間性等】体つくり運動の学習に自主的に取り組み、一人一人の違いに
応じた動きなどを大切にしようとすることや仲間に課題を伝え合うなど、互いに助け合い教
え合おうとすることができる。

〇 〇 〇 5

Ｈ：体育理論【男女共修】
【知識】スポーツは、人類の歴史とともに始まり、その理念が時代に応じて多様に変容
してきていることや我が国から世界に普及し、発展しているスポーツがあることができ
るようにする。現代のスポーツは、オリンピックやパラリンピック等の国際大会を通し
て、国際親善や世界平和に大きな役割を果たし、共生社会の実現にも寄与していること
やドーピングは、フェアプレイの精神に反するなど能力の限界に挑戦するスポーツの文
化的価値を失わせることができるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】スポーツの文化的特性や現代のスポーツの発展につい
て、課題を発見し，よりよい解決に向けて思考し判断するとともに他者に伝えることが
できるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】スポーツの文化的特性や現代のスポーツの発展について
の学習に自主的に取り組むことができるようにする。

・スポーツの歴史
・スポーツとは
・オリンピック、パラリンピック
・ドーピング
・一人１台端末の活用　等

次の事項を身に付けることができることを評価規準とする。
【知識】スポーツは、人類の歴史とともに世界各地で日常の遊びや生活などから生まれてき
たこと、近代になって、スポーツは娯楽から競技に変化し、一般の人びとに広がっていった
ことなど、時代に応じて多様に変容してきていることを理解できる。また近年では、日本の
文化の発信に貢献していることを理解できる。
　現代のスポーツは、国際親善や世界平和に大きな役割を果たしていて、それがオリンピッ
クやパラリンピック等の国際大会があることを理解できる。ドーピングは不当に勝利を得よ
うとするフェアプレイの精神に反する不正な行為であり、能力の限界に挑戦するスポーツの
文化的価値を失わせる行為であることを理解できる。
【思考力、判断力、表現力等】スポーツの歴史的発展と多様な変化や現代のスポーツの意義
や価値について、事実や理念を整理したり，自己のスポーツへの関わりを見いだしたりし
て、自己や社会にスポーツがもたらす影響について課題を発見することができる。
【学びに向かう力、人間性等】スポーツの文化的特性や現代スポーツの発展についての学習
に，自主的に取り組もうとすることことができる。

〇 〇 〇 3

〇

Ｋ：陸上競技【男女共修】
【知識及び技能】長距離走では、自己に適したペースを維持して
走ることができるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】動きなどの自己や仲間の課題を発
見し、合理的な解決に向けて運動の取り組み方を工夫するととも
に、自己の考えたことを他者に伝えることができるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】陸上競技に自主的に取り組むとと
もに、勝敗などを冷静に受け止め、ルールやマナーを大切にしよ
うとすること、自己の責任を果たそうとすること、一人一人の違
いに応じた課題や挑戦を大切にしようとすることなどや健康・安
全を確保することができるようにする。

・時間走
・距離走
・記録会
・一人１台端末の活用　等

次の事項を身に付けることができることを評価規準とする。
【知識及び技能】知識では、陸上競技の各種目で用いられる技術の名称があり、それぞれの
技術には、記録の向上につながる重要な動きのポイントがあること。技能では、リズミカル
に腕を振り、力みのないフォームで軽快に走ることや自己の体力や技能の程度に合ったペー
スを維持して走ることができる。
【思考力、判断力、表現力等】健康や安全を確保するために、体調や環境に応じた適切な練
習方法等について振り返ることや陸上競技の学習成果を踏まえて、自己に適した「する，み
る，支える，知る」などの運動を継続して楽しむための関わり方を見付けることができる。
【学びに向かう力、人間性等】陸上競技の学習に自主的に取り組み、勝敗などを冷静に受け
止め、ルールやマナーを大切にしようとすること。一人一人の違いに応じた課題や挑戦を大
切にしようとすることができる。

〇 〇 〇 8

Ｃ：ゴール型　バスケットボール【男子】※人間と社会と授業を分けている体育のた
め、通年を通して同じ授業を４ローテ
【知識及び技能】安定したボール操作と空間を作りだすなどの動きによってゴール前へ
の侵入などから攻防をすることができるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】攻防などの自己やチームの課題を発見し，合理的な解決
に向けて運動の取り組み方を工夫するとともに，自己や仲間の考えたことを他者に伝え
ることができるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】球技に自主的に取り組むとともに、フェアなプレイを大
切にしようとすること、作戦などについての話合いに貢献しようとすること、一人一人
の違いに応じたプレイなどを大切にしようとすること、互いに助け合い教え合おうとす
ることなどや健康・安全を確保することができるようにする。

・基本的なパス
・ドリブル
・レイアップシュート
・ゲームの理解
・ゲーム
・一人１台端末の活用　等

次の事項を身に付けることができることを評価規準とする。
【知識及び技能】知識では、球技の各型の各種目において用いられる技術や戦
術、作戦には名称があり、それらを身に付けるためのポイントがあること、技能
では、ゴール前に広い空間を作りだすために、守備者を引きつけてゴールから離
れることができる。
【思考力、判断力、表現力等】ルールを守り競争したり勝敗を受け入れたりする
場面で、よりよいマナーや行為について、自己の活動を振り返ることや球技の学
習成果を踏まえて、自己に適した「する，みる，支える，知る」などの運動を継
続して楽しむための関わり方を見付けることができる。
【学びに向かう力、人間性等】球技の学習に自主的に取り組み、相手を尊重する
などのフェアなプレイを大切にしようとすることと作戦などについての話合いに
貢献しようとすることができる。

〇 〇
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Ａ：体つくり運動【男女共修】
【知識及び運動】体ほぐしの運動では，手軽な運動を行い、心と体は互いに影響し変化
することや心身の状態に気付き、仲間と自主的に関わり合うことができるようにする。
実生活に生かす運動の計画では、ねらいに応じて、健康の保持増進や調和のとれた体力
の向上を図るための運動の計画を立て取り組むことができるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】自己や仲間の課題を発見し、合理的な解決に向けて運動
の取り組み方を工夫するとともに、自己や仲間の考えたことを他者に伝えることができ
るようにする。
【学びに向かう力、人間性等】体つくり運動に自主的に取り組むとともに、互いに助け
合い教え合おうとすること、一人一人の違いに応じた動きなどを大切にしようとするこ
と、話合いに貢献しようとすることなどや健康・安全を確保することができるようにす
る。

・縄跳び
・色々な技の跳び方
・一人１台端末の活用　等

次の事項を身に付けることができることを評価規準とする。
【知識及び運動】知識では、実生活で運動を継続するには、行いやすいこと、無理のない計
画であることなどが大切であること。運動では、仲間と協力して課題を達成するなど、集団
で挑戦するような運動を行うことを通して、気付いたり関わり合ったりすることができる。
【思考力、判断力、表現力等】健康や安全をや安全を確保するために、体力や体調に応じた
運動の計画等について振り返ることができる。また、体力の程度や性別等の違いに配慮し
て、仲間とともに体つくり運動を楽しむための活動の方法や修正の仕方を見付けることがで
きる。
【学びに向かう力、人間性等】体つくり運動の学習に自主的に取り組み、一人一人の違いに
応じた動きなどを大切にしようとすることや仲間に課題を伝え合うなど、互いに助け合い教
え合おうとすることができる。

〇 〇 〇 6

Ｈ：体育理論【男女共修】
【知識】現代のスポーツは、経済的な波及効果があり、スポーツ産業が経済の中で大き
な影響を及ぼしていることやスポーツの経済的な波及効果が高まるにつれ、スポーツの
高潔さなどが一層求められることができるようにする。スポーツを行う際は、スポーツ
が環境や社会にもたらす影響を考慮し、多様性への理解や持続可能な社会の実現に寄与
する責任ある行動が求められることができるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】スポーツの文化的特性や現代のスポーツの発展につい
て、課題を発見し，よりよい解決に向けて思考し判断するとともに他者に伝えることが
できるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】スポーツの文化的特性や現代のスポーツの発展について
の学習に自主的に取り組むことができるようにする。

・スポーツ産業
・スポーツと経済
・スポーツが環境と社会への影響
・一人１台端末の活用　等

次の事項を身に付けることができることを評価規準とする。
【知識】経済的効果には、スポーツの実施による直接的な効果のみならず、広範な業種から
構成されるスポーツ産業による効果、スポーツイベント等による
波及的な経済的効果があり、経済活動に大きな影響を及ぼしていることを理解できる。指導
では、スポーツを「みる，支える」視点から取り上げ、スポーツと関
わる経済活動に求められるスポーツの価値の遵守について、自己の考えを深めることができ
る。スポーツに関わる人々の増加は、地域の人々の生活や社会環境にも様々な影響をもたら
すようになっていることを理解できる。また，スポーツを行う時には、提供者、利用者の双
方が持続可能な社会の実現や共生社会の実現を視野に入れた取組が求められることについて
も理解できる。
【思考力、判断力、表現力等】スポーツの経済的効果と高潔さやスポーツが環境や社会へも
たらす影響について、習得した知識を基に、持続可能なスポーツの発展のための課題の解決
に向けて、自己の提案を言葉や文章などを通して他者に伝えることができる。
【学びに向かう力、人間性等】スポーツの文化的特性や現代スポーツの発展についての学習
に，自主的に取り組もうとすることことができる。

〇 〇 〇 3

次の事項を身に付けることができることを評価規準とする。
【知識及び技能】知識では、球技の各型の各種目において用いられる技術や戦
術、作戦には名称があり、それらを身に付けるためのポイントがあること、技能
では、ゴール前に広い空間を作りだすために、守備者を引きつけてゴールから離
れることができる。
【思考力、判断力、表現力等】ルールを守り競争したり勝敗を受け入れたりする
場面で、よりよいマナーや行為について、自己の活動を振り返ることや球技の学
習成果を踏まえて、自己に適した「する，みる，支える，知る」などの運動を継
続して楽しむための関わり方を見付けることができる。
【学びに向かう力、人間性等】球技の学習に自主的に取り組み、相手を尊重する
などのフェアなプレイを大切にしようとすることと作戦などについての話合いに
貢献しようとすることができる。

Ｄ：ネット型　バレーボール【男子】※人間と社会と授業を分けている体育
のため、通年を通して同じ授業を４ローテ
【知識及び技能】役割に応じたボール操作や安定した用具の操作と連携した
動きによって空いた場所をめぐる攻防をすることができるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】攻防などの自己やチームの課題を発見し，合
理的な解決に向けて運動の取り組み方を工夫するとともに、自己や仲間の考
えたことを他者に伝えることができるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】球技に自主的に取り組むとともに、フェアな
プレイを大切にしようとすること、作戦などについての話合いに貢献しよう
とすること、一人一人の違いに応じたプレイなどを大切にしようとするこ
と、互いに助け合い教え合おうとすることなどや、健康・安全を確保するこ
とができるようにする。

・基本的なパス
・スパイク
・サーブ
・ゲームの理解
・ゲーム
・一人１台端末の活用　等

次の事項を身に付けることができることを評価規準とする。
【知識及び技能】知識では、球技の各型の各種目において用いられる技術や戦
術、作戦には名称があり、それらを身に付けるためのポイントがあること、技能
では、ボールを相手側のコートの空いた場所やねらった場所に打ち返すができ
る。
【思考力、判断力、表現力等】ルールを守り競争したり勝敗を受け入れたりする
場面で、よりよいマナーや行為について、自己の活動を振り返ることや球技の学
習成果を踏まえて、自己に適した「する，みる，支える，知る」などの運動を継
続して楽しむための関わり方を見付けることができる。
【学びに向かう力、人間性等】球技の学習に自主的に取り組み、相手を尊重する
などのフェアなプレイを大切にしようとすることと作戦などについての話合いに
貢献しようとすることができる。

Ｅ：ベースボール型　キックベース【女子】※人間と社会と授業を分けている体育のた
め、通年を通して同じ授業を４ローテ
【知識及び技能】状況に応じた走塁での攻撃、安定したボール操作と状況に応じた守備
などによって攻防をすることができるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】生涯にわたって運動を豊かに継続するためのチームや自
己の課題を発見し、合理的、計画的な解決に向けて取り組み方を工夫するとともに自己
やチームの考えたことを他者に伝えることができるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
　球技に主体的に取り組むとともに，フェアなプレイを大切にしようとすること、合意
形成に貢献しようとすること、一人一人の違いに応じたプレイなどを大切にしようとす
ること、互いに助け合い高め合おうとすることなどや健康・安全を確保することできる
ようにする。

・基本的なキャッチボール
・捕球の仕方
・キック
・ゲームの理解
・ゲーム
・一人１台端末の活用　等

次の事項を身に付けることができることを評価規準とする。
【知識及び技能】知識では、球技の各型の各種目において用いられる技術や戦術、作戦には
名称があり、それらを身に付けるためのポイントがあること、技能では、ボールの高さや
コースなどにタイミングを合わせてボールをとらえることができる。
【思考力、判断力、表現力等】ルールを守り競争したり勝敗を受け入れたりする場面で、よ
りよいマナーや行為について、自己の活動を振り返ることや作戦などの話合いの場面で、合
意形成するための関わり方を見付け、仲間に伝えることができ、球技の学習成果を踏まえ
て、自己に適した「する，みる，支える，知る」などの運動を継続して楽しむための関わり
方を見付けることができる。
【学びに向かう力、人間性等】球技の学習に自主的に取り組み、相手を尊重するなどのフェ
アなプレイを大切にしようとすることと作戦などについての話合いに貢献しようとすること
ができる。

8

8

Ｂ：器械運動【女子】
【知識及び技能】回転系や巧技系の基本的な技を滑らかに安定して行う
こと、条件を変えた技や発展技を行うこと及びそれらを構成し演技する
ことができるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】技などの自己や仲間の課題を発見し、合
理的な解決に向けて運動の取り組み方を工夫するとともに、自己の考え
たことを他者に伝えることができるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】器械運動に自主的に取り組むとともに、
よい演技を讃たたえようとすること、互いに助け合い教え合おうとする
こと、一人一人の違いに応じた課題や挑戦を大切にしようとすることな
どや健康・安全を確保することができるようにする。

・前転、後転、開脚前転、開脚後
転、側転、ロンダート　等の基本的
な技
・倒立、倒立前転、ハンドスプリン
グ、バク転　等の技
・一人１台端末の活用　等

次の事項を身に付けることができることを評価規準とする。
【知識及び技能】知識では、自己の動きや仲間の動き方を分析するには、自己観察と他者観
察などの方法があることや技と関連させた補助運動や部分練習を取り入れることにより、結
果として体力を高めることができること。技能では、体をマットに順々に接触させて回転す
るための動き方、回転力を高めるための動き方で、基本的な技の一連の動きを滑らかに安定
させて回ることや開始姿勢や終末姿勢、支持の仕方や組合せの動きなどの条件を変えて回転
することができる。
【思考力、判断力、表現力等】選択した技に必要な準備運動や自己が取り組む補助運動を選
ぶことや仲間やグループで分担した役割に関する成果や改善すべきポイントについて自己の
活動を振り返ることができる。
【学びに向かう力、人間性等】器械運動の学習に自主的に取り組み、仲間に課題を伝え合っ
たり補助し合ったりして、互いに助け合い教え合おうとすることができる。

〇 〇
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Ｅ：ベースボール型　キックベース【女子】※人間と社会と授業を分けている体育のた
め、通年を通して同じ授業を４ローテ
【知識及び技能】状況に応じた走塁での攻撃、安定したボール操作と状況に応じた守備
などによって攻防をすることができるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】生涯にわたって運動を豊かに継続するためのチームや自
己の課題を発見し、合理的、計画的な解決に向けて取り組み方を工夫するとともに自己
やチームの考えたことを他者に伝えることができるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
　球技に主体的に取り組むとともに，フェアなプレイを大切にしようとすること、合意
形成に貢献しようとすること、一人一人の違いに応じたプレイなどを大切にしようとす
ること、互いに助け合い高め合おうとすることなどや健康・安全を確保することできる
ようにする。

・基本的なキャッチボール
・捕球の仕方
・キック
・ゲームの理解
・ゲーム
・一人１台端末の活用　等

次の事項を身に付けることができることを評価規準とする。
【知識及び技能】知識では、球技の各型の各種目において用いられる技術や戦術、作戦には
名称があり、それらを身に付けるためのポイントがあること、技能では、ボールの高さや
コースなどにタイミングを合わせてボールをとらえることができる。
【思考力、判断力、表現力等】ルールを守り競争したり勝敗を受け入れたりする場面で、よ
りよいマナーや行為について、自己の活動を振り返ることや作戦などの話合いの場面で、合
意形成するための関わり方を見付け、仲間に伝えることができ、球技の学習成果を踏まえ
て、自己に適した「する，みる，支える，知る」などの運動を継続して楽しむための関わり
方を見付けることができる。
【学びに向かう力、人間性等】球技の学習に自主的に取り組み、相手を尊重するなどのフェ
アなプレイを大切にしようとすることと作戦などについての話合いに貢献しようとすること
ができる。

〇 〇

合計

〇 0

Ｆ：ネット型　卓球【女子】※人間と社会と授業を分けている体育のため、通年を通し
て同じ授業を４ローテ
【知識及び技能】役割に応じたボール操作や安定した用具の操作と連携した動きによっ
て空いた場所をめぐる攻防をすることができるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】攻防などの自己やチームの課題を発見し，合理的な解決
に向けて運動の取り組み方を工夫するとともに、自己や仲間の考えたことを他者に伝え
ることができるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】球技に自主的に取り組むとともに、フェアなプレイを大
切にしようとすること、作戦などについての話合いに貢献しようとすること、一人一人
の違いに応じたプレイなどを大切にしようとすること、互いに助け合い教え合おうとす
ることなどや、健康・安全を確保することができるようにする。

・基本的な打ち方
・シングルとダブルスのルールの違
い
・ゲームの理解
・ゲーム
・一人１台端末の活用　等

次の事項を身に付けることができることを評価規準とする。
【知識及び技能】知識では、球技の各型の各種目において用いられる技術や戦術、作戦には
名称があり、それらを身に付けるためのポイントがあること、技能では、ボールを相手側の
コートの空いた場所やねらった場所に打ち返すができる。
【思考力、判断力、表現力等】ルールを守り競争したり勝敗を受け入れたりする場面で、よ
りよいマナーや行為について、自己の活動を振り返ることや球技の学習成果を踏まえて、自
己に適した「する，みる，支える，知る」などの運動を継続して楽しむための関わり方を見
付けることができる。
【学びに向かう力、人間性等】球技の学習に自主的に取り組み、相手を尊重するなどのフェ
アなプレイを大切にしようとすることと作戦などについての話合いに貢献しようとすること
ができる。

〇 〇 〇
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Ｄ：ネット型　バレーボール【男子】※人間と社会と授業を分けている体育
のため、通年を通して同じ授業を４ローテ
【知識及び技能】役割に応じたボール操作や安定した用具の操作と連携した
動きによって空いた場所をめぐる攻防をすることができるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】攻防などの自己やチームの課題を発見し，合
理的な解決に向けて運動の取り組み方を工夫するとともに、自己や仲間の考
えたことを他者に伝えることができるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】球技に自主的に取り組むとともに、フェアな
プレイを大切にしようとすること、作戦などについての話合いに貢献しよう
とすること、一人一人の違いに応じたプレイなどを大切にしようとするこ
と、互いに助け合い教え合おうとすることなどや、健康・安全を確保するこ
とができるようにする。

・基本的なパス
・スパイク
・サーブ
・ゲームの理解
・ゲーム
・一人１台端末の活用　等

次の事項を身に付けることができることを評価規準とする。
【知識及び技能】知識では、球技の各型の各種目において用いられる技術や戦
術、作戦には名称があり、それらを身に付けるためのポイントがあること、技能
では、ボールを相手側のコートの空いた場所やねらった場所に打ち返すができ
る。
【思考力、判断力、表現力等】ルールを守り競争したり勝敗を受け入れたりする
場面で、よりよいマナーや行為について、自己の活動を振り返ることや球技の学
習成果を踏まえて、自己に適した「する，みる，支える，知る」などの運動を継
続して楽しむための関わり方を見付けることができる。
【学びに向かう力、人間性等】球技の学習に自主的に取り組み、相手を尊重する
などのフェアなプレイを大切にしようとすることと作戦などについての話合いに
貢献しようとすることができる。

〇 〇 〇 8
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